
令和5年５月１日
.45

えりも町議会

漁船乗組員

庶野小学校で１名の新入学児童
庶野小学校の入学式が４月７日に行われました。新入学児童の児玉來玲杏（くれあ）さんは、在校生29名や

先生、来賓の方々に迎えられ、学校生活をスタートさせました。これからは勉強はもちろん、いろいろな行事

やスポーツなどに一生懸命取り組んでいくことになります。來玲杏さん、元気に頑張ってください。

同日には笛舞小学校３名、えりも小学校19名、えりも岬小学校４名の入学式も行われました。新１年生27名

の皆さん、おめでとうございます。



◎
令
和
４
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
映
画
「
北
の
流
氷
」(

仮
題)

協
賛
負
担
金

４
５
０
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
映
画
製
作
準
備
委
員

会
へ
支
出

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施

設
整
備
事
業
補
助
金

１
億
６
０
７
０
万
７
千
円

え
り
も
漁
協
が
え
り
も
岬
地

区
で
整
備
を
進
め
て
い
る
水

産
物
荷
さ
ば
き
施
設
設
置
事

業
に
対
す
る
補
助
金

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営

費
補
助
金２

０
６
０
万
１
千
円

事
業
運
営
資
金
が
不
足
す
る

た
め
追
加
計
上

・
道
路
維
持
費

８
５
０
万
円

町
道
の
除
雪
費
用
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め

灯
油
代
や
電
気
料
高
騰
に

よ
り
公
共
施
設
の
光
熱
費

「
総
額
４
２
０
万
７
千

円
」
を
追
加

役
場
庁
舎

71
万
円

福
祉
セ
ン
タ
ー

11
万
６
千
円

各
小
学
校

１
７
７
万
６
千
円

中
学
校

48
万
６
千
円

高
校

60
万
４
千
円

町
民
体
育
館

51
万
５
千
円

え
り
も
町
漁
村
セ
ン
タ
ー

え
り
も
漁
協
旧
事
務
所

と
も
に
解
体
へ

え
り
も
町
水
産
施
設
等
解
体
事

業
に
係
る
分
担
金
徴
収
条
例
の

制
定え

り
も
町
漁
村
セ
ン
タ
ー
と

え
り
も
漁
業
協
同
組
合
旧
事
務

所
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
解
体
実
施
設

計
を
要
す
る
。

接
続
し
て
い
る
両
施
設
を
そ

れ
ぞ
れ
で
設
計
委
託
す
る
こ
と

は
効
率
的
で
は
な
い
た
め
、
町

が
一
括
し
て
設
計
業
務
を
委
託

し
、
え
り
も
漁
協
旧
事
務
所
に

か
か
る
経
費
を
分
担
金
と
し
て
、

え
り
も
漁
協
か
ら
徴
収
す
る
た

め
の
条
例

・
え
り
も
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
本
町

芳
賀

則
雄
（
62
歳
）

再
任
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補
正
予
算

人

事

条
例
改
正

えりも町漁村センター

（写真奥側が漁協旧事務所）

えりも漁協旧事務所

（写真奥側が漁村センター）

二
つ
の
建
物
は
一
部
が
つ
な

が
っ
て
い
る

（
写
真
・
中
央
部
）

建
設
が
進
む
「
え
り
も
岬
地

区
の
水
産
物
荷
さ
ば
き
施
設
」



運
営
委
託

７
２
２
８
万
円

石
川
委
員

問

一
度
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
と
は
委

託
事
業
者
を
介
さ
ず
、
直
接
手
続
き

で
き
な
い
か
。

答

直
接
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
と
思
う

が
現
時
点
で
は
し
て
い
な
い
。
検
討

す
る
。


本
委
員

問

委
託
料
が
昨
年
よ
り
９
０
０
万
円
増

え
て
い
る
理
由
は
。

答

｢

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス｣

の
委
託
料
が

５
％
か
ら
10
％
に
上
が
っ
た
た
め
。

灯
台
公
園
公
衆
ト
イ
レ
解
体
工
事

６
０
０
万
円

建
替
工
事
実
施
設
計
委
託４

９
５
万
円

竹
内
委
員

問

建
て
替
え
の
時
期
・
場
所
は
。
ト
イ

レ
の
規
模
は
。

答

昆
布
採
取
期
間
終
了
後
に
解
体
し
、

令
和
６
年
度
に
同
規
模
の
ト
イ
レ
を

同
じ
場
所
に
建
て
る
予
定
。

神
田
委
員

問

建
て
替
え
で
は
な
く
、
内
部
改
装
で

は
だ
め
か
。

答

新
ト
イ
レ
は
水
洗
に
な
る
た
め
、
内

部
改
装
で
は
な
く
建
て
替
え
る
必
要

が
あ
る
。

漁
業
担
い
手
支
援
補
助
金

１
５
０
０
万
円

上
野
委
員

問

庶
野
・
目
黒
は
同
居
家
族
で
も
組
合

員
に
な
れ
る
が
、
近
浦
～
え
り
も
岬

は
な
れ
な
い
。
新
規
就
業
者
と
継
承

者
で
は
補
助
金
に
差
が
あ
り
、
制
度

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答

制
度
が
始
ま
り
今
年
で
２
年
目
に
な

る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
活
バ
ス
路
線
運
行
委
託

７
２
６
万
円

神
田
委
員

問

庶
野
～
広
尾
間
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス

に
広
尾
町
と
折
半
で
運
行
委
託
し
て

い
る
が
、
広
尾
町
も
委
託
を
継
続
し

て
い
く
考
え
か
。
他
の
交
通
手
段
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

広
尾
町
と
協
議
の
上
、
運
行
委
託
し

て
い
る
。
他
の
手
段
も
検
討
し
た
が

現
時
点
で
は
現
状
維
持
し
か
な
い
。

公
共
交
通
確
保
対
策
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円

石
川
委
員

問

日
交
ハ
イ
ヤ
ー
は
現
在
１
名
体
制
で

あ
る
。
２
名
体
制
で
あ
れ
ば
、
待
ち

時
間
の
短
縮
や
早
朝
・
夜
間
の
利
用

も
で
き
る
。
そ
の
た
め
の
補
助
金
で

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
営
業
時
間
内

で
あ
っ
て
も
断
ら
れ
る
と
聞
く
。

答

運
転
手
が
確
保
で
き
ず
現
在
の
状
況

に
あ
る
。
時
間
厳
守
の
徹
底
と
と
も

に
２
名
体
制
に
で
き
る
よ
う
日
交
ハ

イ
ヤ
ー
と
協
議
し
て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金

４
０
０
万
円

大
坂
委
員

問

前
年
度
６
０
０
万
円
か
ら
減
額
し
て

い
る
理
由
は
。

答

今
年
度
は
赤
潮
発
生
で
プ
レ
ミ
ア
ム

率
３
割
と
し
た
が
、
来
年
度
は
通
常

の
２
割
に
す
る
。

町
営
住
宅
・
職
員
住
宅
修
繕３

５
０
万
円


本
委
員

問

水
を
落
と
さ
な
い
、
床
下
換
気
口
を

塞
い
で
い
な
い
等
で
水
道
管
が
凍
結

し
破
損
事
故
が
起
き
て
い
る
。
入
居

者
に
凍
結
防
止
の
周
知
を
。

答

冬
期
間
に
水
道
管
が
凍
結
す
る
理
由

は
、
不
注
意
と
施
設
の
老
朽
化
に
あ

る
。
周
知
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定
例
会

最
終
日

の
３
月
17
日
、
町
か
ら
提
示
さ
れ
た
令
和
５
年
度
予
算
案
に
対
す

る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容

を
抜
粋
し
掲
載
し
ま
す
。(

１
万
円
未
満
四
捨
五
入)

利用者の減少に加え、人件費や燃料価格の高

騰で委託料増額も懸念されるバス運行委託

＜3＞

ふ

る

さ

と

納

税

灯
台
公
園
ト
イ
レ

漁

業

担

い

手

公

共

交

通

商
品
券
発
行
補
助

水
道
管
凍
結
・
破
損
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前年度比 1億8000万円増

◎ 令和３年発生の赤潮による漁業被害対策（継続） 8,418万円

・ウニ種苗購入費用に対する補助金 3,168万円

・水産多面的機能発揮対策事業負担金 5,250万円

◎ 町道高校通り線改良事業（継続） 1億6,200万円

・福祉避難所に指定されているえりも高校への道路整備

◎ 町道旭ヶ丘７号線土砂災害防止事業（継続） 4,800万円

・土砂災害を防止するための落石防止工事

◎ 灯台公園公衆トイレの建替（新規） 1,155万円

・老朽化が著しい公衆トイレ「スマイル」の建て替えに向けた設

計委託及び施設解体工事

◎ 衛生センター解体事業費負担金（継続） 4,407万円

・日高東部衛生組合し尿処理施設解体費の一部負担

◎ 水産施設等解体設計委託（新規） 1,200万円

・老朽化が著しい「漁村センター」と「えりも漁協旧事務所」を

解体するための設計委託

◎ 特別養護老人ホームへの運営費補助（新規） 2,000万円

◎ 地域防災計画等改訂事業（新規） 1,080万円

◎ えりも小給食施設増築事業（継続） 5,664万円

「●本年度の主な新規・継続事業」

歳 入
5２億３000万円 本

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
52
億
３
千
万

円
で
す
。

大
型
事
業
の
防
災
行
政
無
線
の
整
備
が
終

了
し
た
一
方
、
水
産
物
荷
さ
ば
き
施
設
（
え

り
も
岬
地
区
）
の
整
備
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
運
営
費
補
助
、
え
り
も
小
給
食
施
設

増
築
、
大
和
教
員
住
宅
建
設
な
ど
で
、
前
年

度
比
１
億
８
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

(

主
な
事
業
内
容
は
別
枠
に
掲
載)

建て替えが決まった

灯台公園公衆トイレ「スマイル」

解体に向けた設計が行われる「漁村
センター」と「えりも漁協旧事務所」

コロナ禍などの影響で運営が厳しさ
を増す「やまと苑」
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● 予 算 総 括 表

予
算
特
別
委
員
会
を
終
え
て

委
員
長

成
田

一
人

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
の
審
査
と
い
う
大
変
重
要
な
案
件
の
審
議
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
並
び
に
理
事
者
・
説
明
員
の
ご
協
力
を
賜
り
、
無

事
全
会
計
の
審
議
を
終
え
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
長
ら
く
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
今
は
小
康
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
屋
内
外
の
活

動
も
活
発
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
本
年
度
の
予
算
審
議
・
審
査
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
的
な
意
見

や
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
踏
ま
え
、
今
後
の
町
政
の
発
展
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
委
員
を
は
じ
め
理
事
者
、
説
明
員
皆
様
に
切
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令和５年度一般会計予算

会 計 区 分 予 算 額 前 年 比

一 般 会 計 5,230,000 180,000

国民健 康保険特 別会計 980,000 5,000

簡 易 水 道 特 別 会 計 173,000 -21,000

診 療 所 特 別 会 計 338,000 -29,000

下 水 道 特 別 会 計 211,000 17,000

介 護 保 険 特 別 会 計 484,000 -16,000

後期高齢者医療特別会計 74,000 -2,000

小 計 2,260,000 -46,000

総 計 7,490,000 134,000

単位（千円）

歳 出
5２億３000万円

特別会計の新規事業

・診療所特別会計
スプリンクラーの設置が義務付けられた

国保診療所

・下水道特別会計
設備等の更新時期が近づいている

「浄化センター」



問

上
野

議
員

町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

本
町
・
新
浜
地
区
に
多
く

設
置
し
て
あ
る
。

万
が
一
の
時
、
心
肺
蘇

生
を
始
め
る
ま
で
５
分
を

経
過
す
る
と
大
幅
に
生
存

率
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

①
町
の
中
心
部
か
ら
離

れ
た
地
区
は
、
救
急
車
の

到
着
に
時
間
も
か
か
る
た

め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
生
活
館
な

ど
に
設
置
し
て
は
。

②
各
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

地
域
で
利
用
で
き
な
い
か
。

答

町
民
生
活
課
長

①
町
内
に
は
、
笛
舞
１

台
、
本
町
５
台
、
新
浜
５

台
、
え
り
も
岬
２
台
、
庶

野
２
台
、
目
黒
１
台
の
合

計
16
台
、
主
に
町
の
中
心

部
や
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
生
活
館
等
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
未
設
置
の
近
浦
、

大
和
、
歌
別
、
東
洋
地
区

に
設
置
を
検
討
す
る
。

答

学
校
教
育
課
長

②
町
内
の
各
学
校
に
１

台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
し
て

あ
る
。
原
則
と
し
て
、
児

童
生
徒
の
不
測
の
事
態
に

備
え
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

地
域
で
必
要
な
場
合
に
貸

出
し
は
可
能
で
あ
る
。

平
日
は
学
校
に
教
職
員

が
い
る
た
め
貸
出
し
可
能

だ
が
、
休
日
や
夜
間
は
不

在
の
た
め
、
校
長
又
は
教

頭
が
在
宅
し
て
い
れ
ば
対

応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問

竹
内

議
員

昨
年
６
月
に
「
物
価
上

昇
対
策
」
、
12
月
に
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
」

の
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ

た
が
、
物
価
上
昇
対
策
の

中
で
「
お
か
拾
い
昆
布
業

者
」
が
給
付
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。

①
対
象
か
ら
外
れ
た

「
お
か
拾
い
昆
布
業
者
」

は
何
戸
か
。

②
「
お
か
拾
い
昆
布
業

者
」
を
給
付
対
象
外
と
し

た
理
由
は
。

③
６
月
を
給
付
対
象
外

と
し
、
12
月
を
給
付
対
象

と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

④
２
人
乗
り
採
り
昆
布

業
者
（
庶
野
・
目
黒
）
を

給
付
対
象
と
し
た
理
由
は
。

⑤
物
価
上
昇
対
策
か
ら

外
れ
た
「
お
か
拾
い
昆
布

業
者
」
を
追
加
で
給
付
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

①
給
付
対
象
外
と
な
っ

た
の
は
96
件
で
あ
る
。

②
③
漁
協
と
協
議
す
る

中
で
、
船
で
の
燃
油
の
使

用
量
を
考
慮
し
、
お
か
拾

い
業
者
は
給
付
対
象
外
と

し
た
が
、
２
回
目
の
給
付

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
拾

い
昆
布
業
者
を
対
象
と
す

る
こ
と
で
調
整
し
た
。

④
２
人
乗
り
採
り
昆
布

業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
組

合
員
で
漁
業
権
を
持
っ
て

い
る
た
め
給
付
対
象
と
し

た
。⑤

燃
油
の
使
用
量
等
を

勘
案
し
給
付
対
象
と
決
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
追
加

で
支
援
す
る
考
え
は
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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未設置地区、設置を検討

ＡＥＤの設置、拡充を

上野 陽司議員

追加支援の考えはない

おか拾い昆布業者にも
追加支援を

お
か
拾
い
昆
布
業
者
は
、
６

月
に
議
決
し
た
物
価
上
昇
対

策
の
給
付
対
象
外

漁
協
庶
野
支
所
に
設
置
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
ガ
ラ
ス
扉
の

中
に
あ
り
、
い
つ
で
も
取

り
出
し
可
能
で
あ
る

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期
待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたっ
て執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

竹内 孝文議員



問


本

議
員

今
後
の
水
道
事
業
は
、

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
な

水
の
安
定
供
給
を
維
持
す

る
た
め
、
水
道
の
基
盤
強

化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

①
町
内
で
水
道
管
の
老

朽
化
、
未
耐
震
箇
所
の
破

損
・
漏
水
が
見
受
け
ら
れ

る
が
漏
水
対
策
は
。

②
浄
水
場
を
始
め
と
す

る
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
耐
震
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
。

③
Ｉ
Ｔ
化
や
省
力
化
の

た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
を
導
入
し
て
は
。

答

建
設
水
道
課
技
術
長

①
漏
水
箇
所
は
、
配
水

流
量
デ
ー
タ
を
確
認
し
、

通
常
よ
り
流
量
が
多
い
場

合
、
漏
水
が
疑
わ
れ
る
た

め
、
水
道
本
管
の
バ
ル
ブ

を
開
閉
す
る
方
法
で
特
定

す
る
。

早
期
特
定
に
は
、
専
門

業
者
に
調
査
を
依
頼
し
て

い
る
。

②
３
つ
の
浄
水
場
は
、

法
定
耐
用
年
数
が
60
年
で
、

一
番
古
い
西
部
浄
水
場
は

57
年
が
経
過
し
て
い
る
。

国
の
浄
水
場
実
使
用
年

数
は
65
～
90
年
で
、
今
後

65
年
を
目
途
に
更
新
を
検

討
す
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
日
々
の

施
設
点
検
を
徹
底
し
、
耐

震
診
断
も
考
慮
し
つ
つ
、

適
切
な
維
持
管
理
に
務
め
、

当
該
施
設
の
延
命
に
努
め

て
い
く
。

③
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

は
検
針
作
業
が
不
要
で
、

デ
ー
タ
は
随
時
把
握
で
き

る
た
め
、
宅
地
内
漏
水
の

早
期
発
見
が
可
能
と
な
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

導
入
は
全
国
的
に
多
く
な

い
が
、
厚
生
労
働
省
も
推

進
し
て
お
り
、
近
隣
町
村

の
導
入
状
況
も
見
な
が
ら

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問


本

議
員

今
後
ど
う
や
っ
て
ゴ
ミ

を
減
ら
す
か
、
ま
た
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
上
げ
て
い

く
か
が
問
題
と
な
る
が
、

①
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
実
績
と
今

後
の
課
題
は
。

②
歌
別
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

は
、
老
朽
化
し
度
々
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ゴ
ミ
の
細
分
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
を
高
め
れ
ば
、
ゴ

ミ
の
焼
却
が
減
り
建
物
の

損
傷
・
劣
化
等
が
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
。

③
子
ど
も
の
使
用
済
お

む
つ
は
重
く
か
さ
ば
る
が
、

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
無
料
や
減
額
な

ど
を
考
え
て
は
。

答

町
民
生
活
課
長

①
令
和
３
年
度
実
績
は
、

稼
働
日
数
３
０
９
日
、
搬

入
量
１
７
７
㌧
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
約
95
％
、
リ
サ
イ

ク
ル
金
額
は
９
万
５
４
８

８
円
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
特
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
マ

ナ
ー
が
良
く
な
く
、
洗
浄

が
不
十
分
な
も
の
が
あ
る

こ
と
。

中
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

用
の
袋
の
中
に
生
ゴ
ミ
を

含
む
可
燃
ゴ
ミ
な
ど
が
隠

す
よ
う
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
著
し
く
モ
ラ
ル

が
低
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
る
。

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
し
て

出
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

町
広
報
紙
等
を
通
じ
て
意

識
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
。②

分
別
マ
ナ
ー
モ
ラ
ル

の
欠
如
に
加
え
、
施
設
建

設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
の
施
設
そ
の
も
の
の

在
り
方
も
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁

が
発
足
さ
れ
る
こ
と
も
契

機
と
し
て
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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老朽化に注視し、
耐震化を随時更新

水道事業の展望は

適切なゴミ処理を周知する

ゴミの細分化やリサイクルは

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽

化
が
著
し
く
度
々
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る

本 維応議員

順
次
、
地
震
に
強
い
配

水
管
に
更
新
中



問

大
坂

議
員

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
建
設

か
ら
53
年
、
町
民
体
育
館

は
42
年
に
な
る
。
部
分
的

に
修
繕
は
し
て
い
る
が
、

改
修
を
含
め
た
今
後
の
方

向
性
は
。

答

社
会
教
育
課
長

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
令

和
３
年
９
月
議
会
で
建
築

物
修
繕
措
置
判
定
手
法
を

用
い
た
劣
化
状
況
調
査
を

実
施
し
、
構
造
上
の
改
修

は
計
画
し
て
い
な
い
と
答

弁
し
た
。

当
施
設
は
、
令
和
22
年

に
70
年
の
耐
用
年
数
を
迎

え
る
た
め
、
特
定
建
築
物

定
期
報
告
の
結
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
維
持
管
理
を
し
、

大
規
模
改
修
の
検
討
を
進

め
る
。

町
民
体
育
館
は
、
45
年

の
耐
用
年
数
を
令
和
８
年

に
迎
え
る
。

劣
化
状
況
調
査
で
は
、

Ｅ
ラ
ン
ク
の
壁
、
塗
装
等

大
規
模
修
繕
が
必
要
と
診

断
さ
れ
、
令
和
４
年
３
月

に
緊
急
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
公
共
施
設
長
寿
命
化
個

別
計
画
」
に
沿
っ
て
、
必

要
な
修
繕
の
実
施
と
大
規

模
改
修
を
検
討
し
て
い
く
。

問

大
坂

議
員

幼
稚
園
や
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
な
ど
の
送
迎

バ
ス
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
車
内

置
き
去
り
を

防

止
す
る
安
全
装
置
の
設
置

が
４
月
に
義
務
化
さ
れ
る
。

バ
ス
１
台
当
た
り
上
限

17
万
５
千
円
補
助
さ
れ
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答

町
民
生
活
課
長

昨
年
12
月
議
会
で
、
国

か
ら
の
詳
細
な
通
知
を
待
っ

て
可
能
な
限
り
早
期
に
設

置
し
た
い
と
答
え
た
。

国
か
ら
は
令
和

６
年
３
月
ま
で
に

設
置
す
る
よ
う
示

さ
れ
て
お
り
、
経

費
は
令
和
５
年
度

の
当
初
予
算
に
計

上
済
み
で
あ
る
。

年
度
初
め
に
早

急
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

大
坂

議
員

え
り
も
の
三
大
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
あ
る
「
う
に

祭
り
」
の
再
開
は
、
ウ
ニ

の
資
源
回
復
が
長
引
く
こ

と
か
ら
困
難
な
状
況
で
あ

る
。昨

年
６
月
議
会
一
般
質

問
で
、
他
の
魚
種
で
春
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
は
可
能
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
漁
協
と
協
議
・
検

討
し
た
の
か
。

ま
た
、
「
ホ
ッ
キ
祭
り
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
で
き

な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

ホ
ッ
キ
を
含
め
た
春
に

水
揚
げ
さ
れ
る
魚
種
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
漁
協

と
協
議
・
検
討
し
た
が
、

春
ウ
ニ
以
上
の
集
客
は
見

込
め
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
結
論
に
至
っ
た
。

令
和
４
年
に
放
流
し
た

ウ
ニ
種
苗
が
漁
獲
対
象
に

な
る
令
和
７
年
度
以
降
、

「
う
に
祭
り
」
が
再
開
で

き
る
よ
う
町
と
し
て
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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修繕の実施と大規模改修を
視野に入れて検討

福祉センター・
町民体育館の改修は

年度初めに早急に取り組む

送迎バス安全装置の
取り組み方は

大坂 庄吉議員

保育園児の送迎バスにも安全装置を

令和７年度以降に
実施したい

春のイベントは

「
う
に
祭
り
」
は
、
集

客
力
が
あ
り
、
町
内
の

経
済
効
果
も
高
い



問

高
松

議
員

中
央
牧
場
が
完
成
し
て

か
ら
異
臭
に
対
す
る
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
同

牧
場
は
町
の
異
臭
解
消
の

要
請
を
受
け
、
い
く
つ
か

の
改
善
策
を
行
っ
た
よ
う

だ
が
、
２
月
の
町
政
懇
談

会
で
は
大
和
地
区
や
笛
舞

地
区
か
ら
依
然
と
し
て
異

臭
が
す
る
と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

せ
っ
か
く
当
町
に
き
て

く
れ
た
企
業
で
あ
り
、
長

く
留
ま
っ
て
も
ら
い
た
い

が
、
こ
の
ま
ま
問
題
が
長

期
化
し
、
住
民
の
不
満
が

増
大
し
て
い
け
ば
信
頼
関

係
が
崩
壊
す
る
懸
念
が
あ

る
。要

請
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
町
や
漁
協
が
積
極

的
に
協
力
し
、
各
地
の
異

臭
対
策
の
事
例
を
研
究
・

協
議
し
て
効
率
的
な
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

産
業
振
興
課
長

完
成
当
初
よ
り
弱
い
東

風
が
吹
い
た
際
に
悪
臭
の

苦
情
が
あ
り
、
同
牧
場
に

対
し
改
善
す
る
よ
う
要
請

し
て
き
た
。

町
と
し
て
は
、
町
内
初

の
大
規
模
な
養
豚
農
場
で

雇
用
の
創
出
の
場
で
も
あ

り
、
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
た
中
で
稼
働
さ
れ
る
こ

と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。

今
後
、
同
牧
場
と
地
域

住
民
・
町
・
漁
協
な
ど
関

係
機
関
と
の
対
話
の
場
を

設
け
、
意
見
交
換
を
行
い

お
互
い
に
現
状
を
理
解
し

た
中
で
、
一
日
も
早
い
異

臭
問
題
の
解
決
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
異
臭
セ
ン
サ
ー

等
を
用
い
て
の
臭
気
の
数

値
化
や
発
生
源
の
特
定
な

ど
、
同
牧
場
と
協
議
し
、

導
入
を
検
討
し
た
い
。

問

高
松

議
員

昨
年
６
月
議
会
で
昆
布

お
か
ま
わ
り
不
足
に
関
す

る
一
般
質
問
を
し
た
際
、

令
和
４
年
度
中
に
漁
協
と

協
議
の
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

３
月
16
日
時
点
で
、
ま

だ
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
内
容
、
項
目
は
決
め
て

い
る
の
か
。
い
つ
頃
実
施

す
る
予
定
か
。

答

産
業
振
興
課
長

現
在
、
漁
協
と
協
議
し

て
お
り
３
月
中
に
各
漁
業

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の

配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

①
お
か
ま
わ
り
不
足
の

有
無

②｢

生
昆
布
だ
け｣

か

｢

一
日
中｣

か

③
採
り
昆
布
漁
の
無
い
日

の
雇
用
は

な
ど
の
項
目
を
考
え
て
い

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
お
か
ま
わ
り
を
必
要

と
す
る
漁
業
者
の
求
人
情

報
は
町
民
に
提
供
し
て
い

き
た
い
。

町
内
で
対
応
が
難
し
い

場
合
で
も
、
え
り
も
町
同

様
、
近
隣
町
も
お
か
ま
わ

り
不
足
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
労
働
力
は
期

待
で
き
な
い
。

都
会
か
ら
来
て
も
ら
え

れ
ば
解
消
で
き
る
と
思
う

が
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で

の
約
３
か
月
間
え
り
も
町

に
滞
在
し
、
昆
布
漁
の
あ

る
日
の
み
の
従
事
で
は
滞

在
費
を
考
え
て
も
現
実
的

で
は
無
い
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
る
方
に
従
事
し
て
も
ら

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

滞
在
先
の
確
保
な
ど
の
課

題
も
多
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど

の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら

れ
る
の
か
漁
協
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中央牧場異臭の

四者で協議し

早期改善を

高松 亮裕議員

おかまわり状況把握の
アンケート調査は

アンケート用紙を配布
３月中に

多
く
の
施
設
が
建
ち
並
ぶ

中
央
牧
場
え
り
も
農
場

今年の昆布漁も２か月後に迫り、おかまわりを

確保することは漁業者の大きな課題となっている

解決を目指したい
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問

中
野

議
員

映
画
「
北
の
流
氷
」

（
仮
題
）
が
９
月
か
ら

撮
影
開
始
と
な
る
が
、

映
画
が
公
開
さ
れ
れ
ば

観
光
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
町
は
映

画
公
開
後
の
観
光
客
の

受
け
入
れ
態
勢
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
郷
土
資
料
館
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

①
映
画
撮
影
で
使
用
し

た
物
品
や
セ
ッ
ト
、
撮
影

風
景
な
ど
を
展
示
し
て
記

念
撮
影
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
。

②
襟
裳
岬
の
岩
礁
の
ジ

オ
ラ
マ
と
ア
ザ
ラ
シ
の
模

型
を
前
に
撮
影
で
き
た
り
、

コ
ン
ブ
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ

体
験
と
豊
似
湖
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
搭
乗
の
Ｖ
Ｒ
体
験

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
休
憩
や
飲
食
が
で
き

る
場
所
を
設
け
、
小
中
高

生
や
観
光
客
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

④
町
外
の
方
も
利
用
可

能
な
小
規
模
な
会
議
室
を

設
け
る
。

答

企
画
課
長

①
映
画
公
開
後
に
は
、

そ
の
効
果
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
等
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
態

勢
等
の
整
備
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
映
画
の
著
作
権
や

俳
優
の
肖
像
権
に
つ
い
て
、

映
画
製
作
委
員
会
等
の
関

係
機
関
と
協
議
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
映
画

に
関
す
る
展
示
や
セ
ッ
ト

の
保
存
等
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

社
会
教
育
課
長

②
集
客
効
果
が
高
ま
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
襟

裳
岬
「
風
の
館
」
と
も
連

携
・
調
整
し
な
が
ら
、
ま

た
費
用
対
効
果
等
も
含
め

検
討
し
た
い
。

③
④
休
憩
や
会
議
は
、

体
験
学
習
室
を
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
の
会
議
が
難
し

け
れ
ば
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
を
利
用
願
い
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和３年３月に廃校となり、その後、町ホームペー
ジ等で公募したが、数件の問い合わせはあったものの、
購入には至っていない。

令和４年12月に屋上防水シートが暴風によって剥が
れ、校舎内が漏水した。

議員の意見

・災害復旧の目途は。後利用希望者が現れた場合、

復旧していないと利用する意欲が薄れるのでは。

町：希望者と協議しながら進めていく。

・保険の加入状況は。

町：加入しているが、老朽化による防水シートの被

災であれば、工事費の50％程度しか補償されないと

のこと。復旧しない場合でも工事費の10％が補償さ

れるが、それらも含めて検討したい。

旧東洋小学校の現状について

全 員 協 議 会 ２月２４日実施

被災した屋上は、コン

クリート製の重しによっ

て、一時的に復旧して

いる

＜10＞

中野 公浩議員
他の施設と連携しながら

サービスに努めたい

郷土資料館の
活用を

郷
土
資
料
館
へ
映
画
に
関

す
る
展
示
が
で
き
な
い
か

診療所の体制について

・現在 医師２名体制で稼働。

小山 所長→令和７年３月３１日まで任期更新

蛭田副所長→令和５年９月３０日まで任期更新

※全員協議会終了後、蛭田副所長は令和６年３月

末日まで任期更新の承諾を得たとの報告があった。

看護師 ８名 会計年度任用職員 ５名 計13名

看護師の夜間勤務者が少なく、体制の維持が困難

になる懸念がある。

町からは、知人や親戚等に看護師の方がいれば、

紹介してほしいとの依頼があった。

議員の意見

・夜間勤務専属の看護師を募集してはどうか。

町：ハローワーク等に求人を出しているが、都市

部に看護師が集中している。夜間勤務を敬遠す

る希望者がほとんどである。

今後の動向を見ながら検討していきたい。
・医師の紹介や派遣を、過去に診療所に勤めてい

た医師にお願いしてはどうか。

町：医師を探す選択肢は多い方がよいので検討し

ていきたい。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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赤潮の現状について

令和３年９月に発生した赤潮被害は、当町においてもウニやタコ、ツブ類を始めとした多くの魚種に甚

大な被害を及ぼした。産業民生常任委員会では、長期的に被害の実態を把握し、支援につなげる必要が

あるとして、令和４年２月から令和５年２月まで３回の調査を実施し、今回総括を行った。

【１】被害状況
赤潮発生以前の令和２年と発生後の令和４年を比較した。

ツブ類が23.6％、タコが32.4％と大幅な漁獲量減少が見られた。

ウニについては令和４年度の水揚げがゼロであった。減少をみると、

赤潮の影響は大きかったと思われる。

なお、ナマコ、ホッキの漁獲量は、赤潮発生前と比べて減少してい

ない。

【２】環境調査
①ウニ漁場

赤潮発生後に全地区の海域が調査され、一部の水深が深いエリアで

は小さな個体を確認したものの、ほぼ壊滅状態であったという。令和４年に放流されたウニの種苗は、

順調に成育している。

②ツブ漁場

北海道水産試験場と共同で、水中ドローンを使った海中調査が行われている。赤潮被害前の様子とは

比較できないが、数個のツブを発見できている。死がいも見られるが、大量へい死の痕跡は確認されて

いない。今後も採水調査を含め、関係機関と連携して調査は継続されていく。

各地区のツブ漁場では、資源量調査が行われているが、かごにツブはほとんど入っていない。

③ナマコ漁場、ホッキ漁場

赤潮発生後の調査でも生存を確認できている。

【３】資源回復事業の実施状況
①北海道の地域づくり交付金を活用し、令和３年度にツブの資源量調査を行っている。

②国の水産多面的機能発揮支援対策事業として、本年度に町内産及び道東産のツブを買い上げ、標識を

つけて40万個を目標に放流している。また、コンブを着生させるためのバックホー等による磯掃除も行っ

ており、令和５年度においても実施予定である。

③町の単独補助として、ウニ種苗購入代金を全額補助している。購入補助は令和７年度まで継続する予

定である。

【４】まとめ
赤潮という想像すらしなかったことが起こり、漁業を柱とする当町にとっては今後のまちの未来を左

右する出来事であったと思う。町ではさまざまな調査、そして漁業者への支援を行っているが、魚種別

の被害額が算出されたことでもあり、被害者に対する補償も熟慮願いたい。

豊かなえりもの海が一日も早く復活することを願うが、これを機に、将来にわたって安定した漁獲が

確保できるよう、生態解明や「育てる漁業」のさらなる推進に官民挙げて取り組んでいかれることを強

く望むものである。

産業民生常任委員会
委 員 長 高松亮裕
副委員長 渡部 泰
委 員 大坂庄吉 竹内孝文

中野公浩調査日 令和５年２月１４日（火）

順調に成育している、
放流されたウニ（えりも岬地区）



神
奈
川
県
か
ら

え
り
も
岬
へ

銅
谷
虎
二
さ
ん
所
有
の
漁
船

第
五
十
五
日
高
丸
の
乗
組
員

ち

ば

か
い
せ
い

千
葉
海
星
さ
ん
（
19
）

▼
漁
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
は

昨
年
５
月
、
漁
師
を
目
指
し

て
い
た
従
兄
に
「
北
海
道
漁
業

就
業
支
援
フ
ェ
ア
２
０
２
２
in

札
幌
に
一
緒
に
行
か
な
い
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
参
加
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

親
方
で
あ
る
銅
谷
さ
ん
と
面
談

し
て
興
味
が
わ
き
、
８
月
に
１

週
間
の
漁
業
体
験
を
し
た
後
、

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
11
月
に

え
り
も
に
来
ま
し
た
。

▼
仕
事
は
ど
う
で
す
か

12
月
の
カ
ニ
か
ご
漁
か
ら
船

に
乗
り
ま
し
た
が
、
酔
わ
な
く

な
る
の
に
１
か
月
く
ら
い
か
か

り
ま
し
た
。
体
力
が
な
い
の
で

力
仕
事
が
ま
だ
ま
だ
で
す
。
ロ
ー

プ
の
結
び
方
や
漁
師
独
特
の
言
葉

な
ど
、
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
山
積
み
で
す
。

▼
趣
味
や
好
き
な
食
べ
物
は

休
み
の
日
や
暇
な
時
は
ゲ
ー

ム
を
や
っ
て
い
ま
す
。
自
炊
し

て
い
る
の
で
料
理
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
レ
ー
が

得
意
で
す
。
お
菓
子
も
た
ま
に

作
り
ま
す
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が

お
い
し
い
で
す
ね
。

▼
今
後
は

車
の
免
許
は
あ
り
ま
す
が
、

車
が
な
い
の
で
欲
し
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
早
く
覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
の
作
成
は
、
今
号
で
最

終
号
と
な
り
ま
し
た
。

他
町
村
で
は
議
会
事
務
局
や

外
注
で
の
作
成
が
多
い
と
聞
き

ま
す
が
、
当
町
で
は
、
議
員
自

身
が
編
集
・
校
正
し
て
お
り
手

作
り
感
が
満
載
で
す
。
議
会
の

様
子
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
、
広
報
委
員
会
で
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
な
ん
と
か
発
行

で
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
、
赤

潮
被
害
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
予
算

は
町
内

経
済
の
活
性
化
や
漁
業

支
援
な
ど
が
考
慮
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
町
全
体

が
一
丸
と
な
っ
て
難
局
を
乗
り

切
る
気
持
ち
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
編
集
・
取
材
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
改
め

て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
（

本
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

「
海
の
こ
と
が
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
中
、
へ
こ

た
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
」
と
親
方
の
銅
谷

さ
ん
。

海
星
さ
ん
の
よ
う
な
若

者
が
増
え
、
乗
組
員
不
足

の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
。（

取
材
・
上
野
）

２月１４日
産業民生常任委員会

所管事務調査

２月2４日 全員協議会

２月2８日 議会運営委員会

3月 １日
えりも高等学校

卒業証書授与式（議長出席）

3月 ７日
全員協議会

第６回定例会招集

３月１６日

１７日

第６回定例会及び

予算特別委員会

広報広聴常任委員会

３月2４日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

３月2９日 広報広聴常任委員会

４月 ７日
えりも高等学校入学式

（議長出席）

４月１０日 広報広聴常任委員会

議会の動き

カ
ッ
パ
姿
も
様
に
な
っ
て

い
ま
す

真剣な顔で
カニかごを修理


